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「復興評価･支援会議（仮称）」について 
１．設置目的 
 2004 年の中越大震災の被災地復興のプロセスと成果を客観的に評価するとともに、内外

の各種災害被災地復興との連携を重視しつつ、中越地方被災地の「活力に満ちた新たな持

続可能性獲得」のための今後の復興支援のあり方を検討することを目的とする。 
 
２．活動内容 
（１）学民連携による被災地復興プロセスと成果の評価及び行政機関による復興支援策の

効果検証、並びにこれらに基づく行政施策及び民間活動への提言 
（２）被災地復興のための産官学民の役割分担と各セクターにおける支援のあり方の検討 
（３）（１）、（２）の成果の蓄積・活用及び学会等を通じた発信 
 
 
３．会議の構成 
 
 ①全体会議 
   （顧問）  伊藤 滋（東京大学名誉教授） 
         河田恵昭（人と防災未来センター所長） 
      

（座長）  中林一樹（首都大学東京 教授） 
   （委員）  伊藤忠雄（新潟大学 農学部 教授） 

小田敏三（新潟日報社 編集局長） 
木村拓郎（日本災害復興学会 理事） 
黒田裕子（NPO 法人・阪神高齢者・障害者支援ネットワーク 理事長） 

小林郁雄（阪神大震災復興市民まちづくり支援ネットワーク 世話人）

仙石正和（新潟大学 災害復興科学センター長） 
         田中 淳（東京大学 総合防災情報研究センター長） 
         中出文平（長岡技術科学大学 教授） 
         平井邦彦（長岡造形大学 教授） 

 室崎益輝（関西学院大学 教授） 
          
 ②幹事会 
   （座長）  上村靖司（長岡技術科学大学 准教授） 
   （幹事）  木村拓郎（日本災害復興学会 理事） 
         澤田雅浩（長岡造形大学 准教授） 

田村圭子（新潟大学災害復興科学センター 特任准教授） 
         福留邦洋（新潟大学災害復興科学センター 特任准教授） 
 
                    （全体会議及び幹事会の名簿は五十音順です） 
                  
 ③事務局 

 （社）中越防災安全推進機構 
 


